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1．はじめに 

（1）策定の背景と目的 

我が国の総人口は、今後加速度的に減少すると想定されています。国立社会保障・人口

問題研究所の推計（平成 24 年 1 月）によると、総人口は平成 72 年（2060 年）に 8,674

万人にまで減少すると予測されています。このような人口減少は消費・経済力の低下を招

き、日本の経済社会に悪影響を与えると考えられます。 

このような背景を受け、国は「平成 72 年（2060 年）に 1 億人程度の人口を確保する」

ことを長期ビジョンとして掲げ、全国の地方公共団体に対して、人口の現状を分析し、人

口に関する課題の抽出と将来展望を示す「人口ビジョン」と、人口ビジョンを踏まえ、ま

ち・ひと・しごとの創生に関しての今後の目標や施策の方向を示した「総合戦略」を策定

することを要請しています。 

 

この要請に対応し、「府中市人口ビジョン」を踏まえ、本市におけるまち・ひと・しごと

の創生に関しての今後の目標や施策の方向を示すため、「府中市まち・ひと・しごと創生総

合戦略」（以下、「府中市総合戦略」といいます。）を策定します。 

 

 

（2）対象期間 

国の総合戦略の対象期間である平成 31 年度（2019 年度）までに合わせ、計画期間は平

成 27 年度（2015 年度）から平成 31 年度（2019 年度）の 5 年間とします。 
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（3）国の方針の反映について 

府中市総合戦略の策定に当たっては、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の方針

を勘案し、府中市人口ビジョンで示した目指すべき将来の方向性を実現するための戦略を

策定します。 

 

 

（4）第６次府中市総合計画との関係について 

府中市総合戦略は、「第６次府中市総合計画」の基本構想で示した都市像を実現するため

の重点的な戦略であり、総合計画の重点プロジェクトと同様の考え方で一体的に展開を図

ります。 

 

＜第６次府中市総合計画と総合戦略の関係イメージ＞ 
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（5）進行管理について 

府中市総合戦略の推進に当たっては、計画期間内において確実な成果を達成するため、

取組状況を踏まえ柔軟に戦略や事業を見直しながら推進していきます。 

そこで、戦略の進捗状況を「見える化」し、PDCA サイクルに基づくマネジメントを実

践できるよう、毎年度実績報告を公表します。また、府中市人口ビジョン及び府中市総合

戦略を策定するために設置した「府中市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進協議会」に

おいて進捗状況を評価及び意見を求めることとします。 

 

（6）計画の見直しについて 

府中総合戦略は、重要業績評価指標（KPI）を設定し、PDCA サイクルによる効果検証・

改善を図ります。また、計画期間中でも効果検証結果のほか、社会状況や国及び東京都の

動向などを踏まえ、必要に応じて府中市総合戦略を見直すこととします。 
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国の総合戦略 

2．基本目標 

国の総合戦略で示されている４つの基本目標を受け、府中市人口ビジョンで整理した本

市の課題や将来展望を踏まえ、次ページに示す４つの基本目標を定めました。 

 

 

基本目標１：地方における安定した雇用を創出する 

●現状・課題 

・東京圏への人口移動は、経済・雇用情勢の格差が影響しており、地方における雇用創

出が東京一極集中是正につながる 

●基本目標 

・地方において若者向けの雇用をつくる。2020年までの 5年間で 30万人分 

基本目標２：地方への新しいひとの流れをつくる 

●現状・課題 

・人口流入によって東京圏に人口が集中 

・国際的に見ても首都圏への人口集中の割合が高く、さらに上昇傾向にある 

●基本目標 

・現状で年間 10万人超の東京圏への人口流入に歯止めをかけ、東京圏と地方の人口の

転出入を均衡させる 

基本目標３：若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

●現状・課題 

・出生数は大きく減少 

・就労形態（非正規雇用等）は配偶者の有無の割合に大きく影響 

●基本目標 

・若い世代が、安心して結婚・妊娠・子育てできるようにする 

基本目標４：時代に合った地域をつくり、安全なくらしを守るとともに、 

地域と地域を連携する 

●現状・課題 

・大都市における高齢化・単身化による医療・介護ニーズの拡大への対応 

・老朽インフラ、空き家対応などストック対策 

・コミュニティ、ふるさとづくりへの対応 

●基本目標 

・「小さな拠点」の整備や「地域連携」の推進 
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府中市総合戦略 

＜基本目標＞ 

基本目標１：基盤産業の振興と起業・創業の推進

による雇用の確保 

【方向性】 

・現状の基盤産業の安定を図る 

・起業・創業を推進する 

基本目標２：定住促進に向けたにぎわいの創出と

ふるさと意識の醸成 

【方向性】 

・府中の魅力を活かし、府中市を訪れたい、住みたいと

思う人を増やす 

・ふるさと意識を醸成し、ずっと住み続けたいと思う市

民を増やす 

基本目標３：若い世代の出産・子育てへの希望の

実現 

【方向性】 

・若い世代が安心して子どもを産み、子育てができる環

境を整え、出生率の向上をめざす 

基本目標４：地域とつながる安心な暮らしの確保 

【方向性】 

・市民一人ひとりが地域社会と関わりながら安心して暮

らせる環境をめざす 

・公共施設・インフラの計画的な保全や空き家の有効活

用など、地域のつながりをもったコミュニティを活性

化するための取組をソフト・ハード両面で推進する 

府中市人口ビジョン 

［目指すべき将来の方向性］ 

①若い世代（新社会人、独身世

帯、子育て世帯）の転出を抑

制する 

人口減少や高齢化の進行が本市に

与える影響を軽減するため、本市で

暮らす若い世代に住み続けてもらう

ための取り組みを推進します。 

 

②家庭を持ち、子どもを産み育

てたいという思いを支える 

 家庭を持ち、子どもを産み育てた

いという市民の希望をかなえるた

め、市内の企業やコミュニティなど

あらゆる主体の力を集めて、家庭生

活や子育てに関する不安の軽減や、

子育て世帯へのサポートにつながる

環境づくりに取り組みます。 

 

③人口構造の変化に柔軟に対応

する 

将来の人口構造の変化に対応する

ため、子どもの見守りや育成、防災・

防犯など暮らしの安全確保、高齢者

への生活支援などを地域ぐるみで進

められる地域コミュニティづくりを

推進します。また、高齢者の方々が

活躍する地域社会づくりを推進しま

す。 
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3．基本的方向と具体的な施策 

基本目標１：基盤産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

■現状と課題 

・本市は、全国有数の企業が数多く立地し、都内屈指の産業都市としての側面を有しています。

また、平成 26年度の従業者数は 121,047人（3番目／多摩 26市）であり、業種に着目す

ると、製造業、情報通信業、卸売・小売業、建設業、医療・福祉などに従事する方が多くなっ

ています。 

・本市の人口は約 26万人で、東京都市部では八王子市、町田市に次いで 3番目に多く、道

路、鉄道の利便性も高く、市場ポテンシャル、労働供給ポテンシャルも高いといえます。 

・しかしながら、近年は事業所数、就業者数ともに減少傾向にあります。また、市内に全国有数

の企業が立地していることは本市の強みですが、一つの企業の業績や工場撤退等の動向に大き

く影響を受けるリスクも有しています。 

・産業都市としての本市の強みを生かし、安定した雇用を確保し続けるとともに、地域経済を支

える強い産業構造を構築していくことが課題です。また、若い世代が安心して家庭を持ち、子

育てできるよう、正規雇用や短時間就労などさまざまな就労ニーズに応える魅力ある就労環境

をつくることも課題です。 

 

■目標 

地域経済と雇用を支える基盤産業の事業継続を支援するとともに、起業・創業の推進や企業

誘致により、力強い産業構造をめざします。また、子育てや介護などを行いながら働けるな

ど、さまざまな就労ニーズに応える魅力的な就労環境をつくり、雇用と労働力の確保の両立を

めざします。 

 

数値目標 現状値 目標値（H31） 備考 

市内従業者数 121,047人 

（H26 経済センサス） 
現状維持 － 

 

基本的方向 

（１）基盤産業の経営安定化による雇用機会の維持（経営基盤の強化） 

 

 

 

 

（２）起業・創業の推進による産業構造の多様化 

 

 

①市内企業の経営支援 

②多様な人材の就労支援 

①起業・創業の支援 
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具体的な施策・重要業績評価指標（KPI） 

 

（１）基盤産業の経営安定化による雇用機会の維持（経営基盤の強化） 

①市内企業の経営支援 

・むさし府中商工会議所と連携し、経営指導や金融支援等といった経営支援を行い、雇

用の確保と地域経済の活性化を目指します。 

・商店街のより一層の活性化に向けた取組を支援します。 

・産・学・金・官の連携等を図り、新たな商品開発や人材交流につなげ、市内産業の振

興を支援します。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値（H31） 備考 

融資実行件数 
292件 

（Ｈ26） 
300件  

商店街イベント事業補助金交付 

商店会数 

28件 

（Ｈ26） 
32件  

技術相談を行った件数 
463件 

（Ｈ26） 
470件  

主な取組 総合計画の位置づけ 

中小企業事業資金融資利子補助や中小企業退職金共済掛金 

補助を行う。 

施策７１ 中小企業の経

営基盤強化の支援 

商店街のイベント事業や活性化事業等について補助を行う。 施策 72 地域商業の振興 

工業技術情報センターにおける技術相談、新製品・新技術開

発事業や特許取得事業の補助を行うとともに、ものづくり産

業の活性化を支援するため、産・学・金・官の連携等を図

る。 

施策７３ 工業の育成 
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②多様な人材の就労支援 

・若い世代の就業機会を拡大することや、働く意欲のある高齢者が就業機会の提供を受

けることなど、就労意欲のある方が積極的に地域で活躍できるように支援します。 

・講座を開催するなど、出産や介護等の理由により離職した女性の再就職を支援すると

ともに、市内企業におけるワークライフバランスの推進に向けた取組についての啓発

を進めます。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値（H31） 備考 

いきいきワーク府中の就職率 
32.1％ 

（Ｈ26） 
36.8％  

女性向け再就職支援の講座数 
5講座 

（Ｈ26） 
現状値以上  

主な取組 総合計画の位置づけ 

勤労者福祉振興公社が実施する無料職業紹介事業を補助し、 

ハローワーク府中や東京しごとセンターなどと連携を図る。 

施策１２ 高齢者の就労

支援 

出産等の理由により離職した女性の再就職を支援するための

講座を開催する。 

施策４１ 男女共同参画

の推進 

 

 

（２）起業・創業の推進による産業構造の多様化 

①起業・創業の支援 

・起業・創業に関する基礎知識や事例、各種補助金制度の情報などについて、相談体制

を確保するとともに、セミナーなどにより、起業・創業希望者を支援します。 

・東京農工大学をはじめとする教育機関や市内団体等と連携し、コミュニティビジネス

の立ち上げや、インキュベーションオフィスの活用も含め、商・工・農における起業

や創業に関する多様な支援を目指します。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値（H31） 備考 

起業・創業に関するセミナー参加

人数 

44人 

（Ｈ26） 
90人  

コミュニティビジネスに関する 

ガイダンス・個別相談の参加人数 

6人 

（Ｈ26） 
24人  

主な取組 総合計画の位置づけ 

むさし府中商工会議所及び金融機関と連携した事業により、

創業希望者をサポートする。 

施策７１ 中小企業の経

営基盤強化の支援 

コミュニティビジネスの起業に関する基礎知識、創業・運営

方法などについて全般的な説明を行うガイダンスと個別相談

を実施する。 

施策５９ 民間活力によ

る地域貢献活動の促進 
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基本目標２：定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

■現状と課題 

・本市は、ケヤキ並木や公園などの豊かな緑、多摩川や湧水などの潤いある水辺環境、武蔵国府

跡や大國魂神社のくらやみ祭等の歴史・文化など、誇りのもてるさまざまな財産があります。

また、鉄道や道路ネットワークが充実しており、通勤・通学の利便性が高く、府中駅周辺には

商業施設が集積するなど、とても暮らしやすいまちです。 

・全国で人口減少が進む中、本市においては現在も人口が増加し続けています。本市の人口増加

は、全国からの転入超過で支えられていますが、近年は、社会増減数、自然増減数が共に減少

傾向にあり、その要因は、23区への転出超過、出生数の減少及び死亡者数の増加が挙げられ

ます。この傾向が続けば、想定より早く人口が減少する可能性があります。 

・本市の中心は、ケヤキ並木を核とした府中駅周辺であるといえますが、近年歩行者交通量が減

少してきています。このような中で、本市は、府中駅南口再開発事業や市役所の建替えなどに

より、交流とにぎわいのある魅力的なまちづくりを進めています。 

・２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックやラグビーワールドカップ２０１９日本大会

の開催については、スポーツタウン府中や歴史や文化のまちといった府中市の魅力を市内外へ

発信するなど、市の発展に向けた様々な取組が求められます。 

・豊かな自然環境や歴史・文化などの府中市の財産を守り育て、活かしながら、いつまでも住み

続けたいという府中市への愛着を一層育んでいくことが課題です。 

 

■目標 

  豊かな自然環境や歴史・文化、盛んなスポーツ活動といった府中の魅力を活かしたにぎわい

のあるまちづくりを進め、府中市を訪れたい、住みたいと思う人を増やします。さらに、府中

市への愛着を深め、市民のふるさと意識を醸成し、ずっと住み続けたいと思う市民を増やしま

す。 

 

数値目標 現状値 目標値

（H31） 

備考 

市政世論調査「定住意向のある

市民の割合」（※） 

93.9％ 

（H26 市政世論調査） 
95.0％ － 

※定住意向のある市民の割合：市政世論調査で「ずっと住むつもり」「当分は住むつもり」との回答者の合計 

割合 
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基本的方向 

 

（１）府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

 

 

 

 

 

（２）郷土への愛着を感じるふるさと意識の醸成 

 

 

 

具体的な施策・重要業績評価指標（KPI） 

 

（１）府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

①市の魅力を高め、知名度を向上させる活動の推進 

・市民や市内の商業者及び企業・学校等と連携を図り、市の魅力を発信して来訪者の

増加を図ります。また、市民に対しては、市の魅力を再認識してもらい、住み続け

たいと思う市民を増やします。 

・府中市の魅力の再発見を行政だけでなく、市民・各種団体等と協働で取り組み、「武

蔵国 府中大使」や様々な機会・媒体を通じて発信し、にぎわいの増進を図りま

す。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値

（H31） 

備考 

京王線府中駅における１日の乗降人員 85,279人 現状値以上  

市政情報を容易に入手できないと 

感じる市民の割合 

17.7％ 

（Ｈ26） 

15.0％ 

以下 
 

主な取組 総合計画の位置づけ 

ケヤキ並木やくらやみ祭といった既存の観光資源や、市内を舞

台とした漫画や映画を活用した新たな資源の掘り起こしなどを

通じて府中市の魅力を磨き、ＰＲによる集客を図る。 

施策７４ 観光資源の

活用・創出による地域

活性化 

情報が広く、早く伝わるように各種情報媒体を有効に活用し、

市の魅力を市内外に発信する。 

施策７８ 広報活動・

情報公開の充実 

 

  

①市の魅力を高め、知名度を向上させる活動の推進 

②地域の連携によるにぎわいの創出 

①歴史や文化、スポーツに触れる機会の充実 
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②地域の連携によるにぎわいの創出 

・中心市街地におけるエリアマネジメントを推進し、活性化を図ります。 

・東京オリンピック・パラリンピック及びラグビーワールドカップ日本大会の開催を

機に、全国そして海外に府中市の魅力を発信するとともに、国内及び海外からの訪

問者の受入環境の充実・強化を進めます。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値（H31） 備考 

休日のケヤキ並木通りの歩行者 

交通量 

50,891人 

（Ｈ27） 
現状値以上  

主な取組 総合計画の位置づけ 

府中駅を中心とするエリアの活性化に関する計画を策定し、活

発な経済活動を推進する。 
－ 

東京オリンピック・パラリンピック及びラグビーワールドカッ

プ日本大会の開催に向け、気運の醸成に取り組むとともに、外

国人観光客のために多言語化対応案内板の設置や市内施設にお

ける無料Wi-Fiサービスの提供などを実施する。 

－ 

 

（２）郷土への愛着を感じるふるさと意識の醸成 

①歴史や文化、スポーツに触れる機会の充実 

・府中市の伝統芸能や芸術文化を継承していくとともに、文化施設や歴史・文化遺産

を活用して、郷土愛をもてるまちを目指します。 

・スポーツタウン府中の発展に向け、各種競技団体、市内の大学や市内を活動拠点と

するトップチームなどとの連携を深め、府中市ならではの事業を展開します。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値（H31） 備考 

郷土の森博物館及び美術館の 

入場者数 

489,602人 

（Ｈ26） 
533,000人  

大学やトップチームと連携する 

事業数 

2事業 

（Ｈ26） 
3事業  

主な取組 総合計画の位置づけ 

郷土愛を高めて、市民が愛着を持てるまちとなるように、郷土

の森博物館、美術館などの文化施設を運営し、活用する。 

施策４７ 文化施設の

有効活用 

市内の各種競技団体、スポーツクラブ、大学やトップチームと

の連携と協働による事業を実施する。 

施策５０ スポーツ環

境の整備 
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基本目標３：若い世代の出産・子育てへの希望の実現 

■現状と課題 

・本市には、多くの公園があるとともに、多摩川などの自然環境が充実しています。また、保健

センターや救急病院など、急な発熱や怪我などの際にも頼れる医療機関を有するとともに、中

学生まで医療費が無料となる子ども医療費助成制度があるなど、子育て環境が充実したまちで

す。 

・近年は、子育て世代の転入者も多く、人口が増加し続けていますが、保育所の整備が追いつい

ておらず、待機児童の解消が喫緊の課題となっています。安心して子どもを育てられる環境を

作るためには、民間事業者と協働し、量的な充足だけではなく、保育の質を維持・向上すると

ともに、入所児童だけではなく在宅子育て家庭への支援も必要です。 

・出生率に着目すると、本市の出生率は 1.37（平成 25年）となっており、東京都市部の平均

1.27を上回り、全国平均 1.43に近い値となっています。 

・市民アンケートでは、理想の子どもの人数は平均 2.2人、現実的に持てそうな人数は平均 1.6

人との回答が得られているとともに、出産可能性の高い 15～45歳の女性人口は増加傾向に

あり、出産および子育ての支援体制が整えば、出生率も高まるポテンシャルを有していると考

えられます。 

・本市の人口を維持するとともに、年齢構成を最適化するため、若い世代の希望をかなえ、理想

の子どもを産み・育てられる環境づくりが求められています。 

 

■目標 

若い世代が安心して子どもを産むことができる環境を整えるとともに、切れ目のない子育て

支援を行い、若い世代の出産・子育ての希望をかなえ、出生率の向上をめざします。 

 

数値目標 現状値 目標値（H31） 備考 

合計特殊出生率 
1.37 

（H25 年） 

※人口動態統計 

1.39 

（H52 年に 1.45） 
施策 8 

 

基本的方向 

 

（１）若い世代が安心して出産や子育てができるまちづくり  

 

 

 

 

  

①安心して妊娠・出産できるサポート体制の充実 

 
②安心して子育てができる環境の整備 
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具体的な施策・重要業績評価指標（KPI） 

 

（１）若い世代が安心して出産や子育てができるまちづくり 

①安心して妊娠・出産できるサポート体制の充実 

・妊娠期からの子育て不安の解消に向けて、適切な情報提供を行うとともに、各種健診

や教室などを実施します。また、出産前後の家庭の育児や家事を支援し、出産に係る

母親の負担感の軽減を図ります。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値（H31） 備考 

Fu-CHU こそだてサイト 
「ふわっと」アクセス数 

24,807人 

（Ｈ26） 
現状値以上  

産前産後家庭サポート事業の 
新規登録世帯 

213世帯 

（Ｈ26） 
現状値以上  

主な取組 総合計画の位置づけ 

妊娠期から様々な機会を捉えて出産、母子保健や子育てに関する

情報をインターネットや子育て情報誌などの多様な媒体を活用し

て提供するとともに、支援を要する妊婦の早期把握に努める。 

施策７ 子育て家庭の

育児不安の解消 

妊婦健康診査を実施し、妊娠期の健康管理の充実を図る。 
施策２ 母子保健の充

実 

妊娠、出産、育児に安心して取り組めるよう、妊娠から育児期間

中の親子を対象とした各種教室を行う。 

施策２ 母子保健の充

実 

妊娠中または出産後や多胎のお子さんを育児中の家庭に援助者を

派遣し、安心して日常生活を営むことができるよう支援する。 

施策７ 子育て家庭の

育児不安の解消 
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②安心して子育てができる環境の整備 

・適切な時期に乳幼児の各種健診や訪問を行い、発育と発達の状況把握や疾病の早期発

見を通じた医療との連携などのきめ細かい保健指導を行うとともに、各種予防接種を

実施し、子どもの健康を守ります。 

・待機児童の解消に向け、既存施設の有効活用等のソフト面の手法と施設の整備等によ

るハード面の手法により、保育サービス量の拡充に取り組みます。また、地域の様々

な人材や団体、施設などの社会資源との連携や協働を図り、地域全体で子ども・子育

てを支える環境づくりを進めます。 

・子ども医療費助成など、経済的な支援を行います。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値（H31） 備考 

新生児訪問実施率 86.9％ 

（Ｈ26） 
97.0％  

特定教育・保育施設の数 47箇所 

（Ｈ27） 

54箇所  

安心して出産し、子育てできると
感じている市民の割合 

48.5％ 

（Ｈ26） 
50％以上  

主な取組 総合計画の位置づけ 

生後４か月までの乳児のいる家庭を訪問し、子育て支援に関する

情報提供や養育環境等の把握を行う。 

施策２ 母子保健の充

実 

予防接種スケジュールを電子メールでお知らせする「ふちゅう予

防接種ナビ」により、接種忘れを防止し、適切な時期に予防接種

する機会を提供する。 

施策２ 母子保健の充

実 

認可保育所等の保育施設の整備を行い、待機児童の解消を図る。 
施策１０ 保育サービ

スの充実 

多様な実施主体の協力を得ながら、延長保育時間の拡大、休日保

育、一時預かり・特定保育、病児・病後児保育などの保育サービ

スを充実させるとともに、保育施設等を安心して利用できる環境

にするため、巡回支援や研修を実施するほか、幼・保・小の連携

に向けた取組を進める。 

施策１０ 保育サービ

スの充実 

子育て家庭が各種子育て支援事業を円滑に利用できるよう、市立

保育所を重点集約化し、各エリアの地域子育て支援拠点として整

備するとともに、私立保育園や子ども家庭支援センター等での子

育てひろば事業をはじめ、地域の様々な人材や団体等と連携や協

働を図り、地域全体で子ども・子育てを支える環境づくりを進め

る。 

施策６ 地域における

子育て支援 

義務教育終了前の児童について、保険診療の自己負担分を助成す

る。 

施策８ 子育て家庭の

経済的負担の軽減 
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基本目標４：地域とつながる安心な暮らしの確保 

■現状と課題 

・本市は、古くから多摩地域の政治、文化、経済の中心として栄え、くらやみ祭をはじめ多くの

祭があるなど、世代を超えたコミュニティが育まれてきました。また、市内 11箇所の文化セ

ンターでさまざまな市民活動が行われるなど、コミュニティの充実したまちです。 

・近年は、自治会に加入しないマンション住民の増加や自治会役員の固定化・高齢化が問題とな

っています。また、今後は少子高齢化が進行するとともに、高齢者単身世帯が増加するなど、

人口構造が大きく変化することが想定されています。 

・将来の人口構造の変化に対応するためは、防災・防犯など暮らしの安全確保、高齢者への生活

支援、子どもの見守りや育成などの地域課題を地域で解決できる体制づくりが必要です。 

・また、安心して暮らせる環境を確保するためには、公共施設や公園・道路などのインフラの老

朽化対策が課題となっています。限られた財源の中で、計画的な予防保全に努めるとともに、

将来的な建替えや更新に向けた検討を進める必要があります。 

 

■目標 

市民一人ひとりが地域社会で安心して暮らせる環境を確保するため、防災・防犯体制の強化

を支援するとともに、公園やインフラの老朽化対策を進めます。また、新旧住民や多世代の交

流を促進するなど時代に応じたコミュニティづくりを支援し、将来にわたって市民が安心して

暮らせる基盤をつくります。 

 

数値目標 現状値 目標値（H31） 備考 

市政世論調査「住みよいと感じ

ている市民の割合」（※） 
94.0％ 95.0％以上  

※住みよいと感じている市民の割合：市政世論調査で「住みよい」「どちらかといえば住みよい」との回答者の

合計割合 

 

基本的方向 

 

（１）みんなが安心して暮らせる地域づくり 

 

 

 

 

（２）地域コミュニティの活性化 

 

 

 

 

①防災・防犯体制の強化 

②公共施設・インフラの計画的な管理及び運営 

 

①地域交流・活動の促進 

②空き家などの活用 

 



府中市まち・ひと・しごと創生総合戦略素案 

-16- 

 

具体的な施策・重要業績評価指標（KPI） 

 

（１）みんなが安心して暮らせる地域づくり 

①防災・防犯体制の強化 

・全ての市民が安心して暮らし続けられるよう、地域の防災・防犯体制を強化するとと

もに、災害に強い都市基盤づくりを進めます。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値（H31） 備考 

地域安全リーダー講習会受講者数 346人 

（Ｈ26） 
450人  

日頃から家庭で災害に対する備え

をしている市民の割合 

62.2％ 

（Ｈ26） 
80.0％  

主な取組 総合計画の位置づけ 

地域安全リーダーを育成し、地域安全パトロールの支援を行う

とともに、地域における防犯体制の強化を支援する。 

施策 36 地域安全の推

進 

地域における防災力の強化をはじめ、自主防災組織などに対す

る効果的な支援策を実施する。 

施策 37 危機管理対策

の強化 

 

②公共施設・インフラの計画的な管理及び運営 

・公共施設マネジメントの取組として、公共施設の最適化と計画的保全に努め、市民が

将来にわたり良好な環境で施設を利用できるよう努めます。 

・老朽化が進むインフラ（道路・公園等）を長期にわたり安全に管理していくため、イ

ンフラマネジメント計画を策定し、推進します。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値（H31） 備考 

公共施設の市民 1人当たりの 

延床面積 

2.52m2/人 

（Ｈ26） 
2.51m2/人  

公園や都市緑化で緑あふれるまち

としての市民満足度 

70.3％ 

（Ｈ26） 
74.0％  

主な取組 総合計画の位置づけ 

第 1次府中市公共施設マネジメント推進プランに基づき、公共

施設の最適化を推進する。また、計画的保全については、保全

計画を策定し、効果的な予算配分やライフサイクルコストの低

減につなげていく。 

施策 81 長期的視点に

立った公共資産の維持・

活用 

だれもが安全に安心して公園を利用できるよう、様々な担い手

による管理の仕組みを構築し、地域住民などが主体となった維

持管理を促進する。 

施策２８ 緑のまちづく

りの推進 
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（２）地域コミュニティの活性化 

①地域交流・活動の促進 

・高齢者の社会的な孤立を防ぐこと、また、子どもや学生が地域づくりに関わる機会が

持てることを目指し、幅広い世代の交流を促進し、地域社会を支える共同体の機能を

深めます。 

・相互友好協定を結んでいる東京外国語大学及び東京農工大学を始め、市内の企業やＮ

ＰＯ等と連携することで、地域課題を市と市民が協働して解決する体制の整備を目指

します。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値（H31） 備考 

各文化センター圏域での 

コミュニティ事業参加者数 

222,427人 

（Ｈ26） 
231,000人  

市と大学や企業等が協働実施して

いる事業数 

59事業 

（Ｈ26） 
現状値以上  

主な取組 総合計画の位置づけ 

学校と地域が協働して活動を実施するコミュニティスクール事

業を実施する。 

施策５３ 教育・指

導内容の充実 

地域住民の交流とふれあいの場を広げ、コミュニティ活動を活

発にするため、「お祭り」といった各種イベントを通して地域に

親しみ、住民同士のふれあいの機会を提供する。 

施策５８ 地域コミ

ュニティの活性化支

援 

ＮＰＯ・ボランティア団体の活動を支援するとともに、大学や

企業等に働きかけ、新たな分野での協働・連携体制の拡充を図

る。 

施策５９ 民間活力

による地域貢献活動

の促進 

 

②空き家などの活用 

・空き家や空き店舗などは地域活動に活用できる重要なストックであることから、これ

らを有効活用し、地域コミュニティ拠点の整備などを目指します。 

重要業績評価指標（KPI） 現状値 目標値（H31） 備考 

空き家等を活用したコミュニティ 

活動事例 
未実施 実施する  

主な取組 総合計画の位置づけ 

市内の「空き地・空き家調査」を実施し、必要に応じて管理者

指導を行うとともに、活用に向けた体制整備を行う。 

施策 30 まちの環境美

化の推進 

 


